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自己紹介：上田 晃穂 (うえだ あきお)
◼経歴

●中学・高校
• 陸上部(長距離)で毎日走り続ける

●大学・大学院
• 1995/3 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 卒業
• 1997/3 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 修了
• 某Ｈ学園(塾講師バイト)で毎日しゃべり続ける

●会社
• 1997/4 関西電力㈱ : IT技術屋→IT戦略屋→IT組織・人事屋
• 2016/7 ㈱オプテージ : mineoの責任者（戦略・マーケティング）
• 2019/7 関西電力㈱ 広報室
• 2021/7 関西電力㈱ IT戦略室 IT企画部長
• 2024/7 関西電力㈱ 理事 IT戦略室長。 現在に至る

●社外
• 経済産業省 人材育成タスクフォース ビジネスアーキテクト／データマネジメント 委員
• 関西大学 客員教授

◼趣味
●社外資格 ●ビジネス本 ●講演・取材等 ●note ●日本酒

コレ

本に掲載
されました

約1400冊57資格 42回/年
46都道府県

338銘柄

https://www.kansai-u.ac.jp/ja/assets/pdf/about/philosophy/kyakuinn.pdf
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年表

年

社外
動向

当社
動向

当社の
主な

受賞歴

DX推進の取組み ～年表～

• 当社はデジタルで競争優位を築くことを目的に、2018年よりDX推進の取組みを開始している

• 2024年、AIによる破壊的なイノベーション「AI産業革命」の到来を想定し、DXビジョンを策定・公表

• 当社DXの取組みをさらに加速させるため、OpenAIとの連携を公表

2018

▼(6月)DX戦略委員会の立上げ

▼ (8月) K4 Digital株式会社設立

202320202019 2021 2022

▼(9月)経済産業省がDXレポートを公表

20252024

IDC Future Enterprise Awards 2023 『Best in Future of Workstyle』 アワード (9月)▼

心理的安全性AWARD 2024 『シルバーリング賞』 (7月)▼

2024年度 IT 賞（サステナビリティ領域）(12月)▼

2025年 JDMC データマネジメント賞 大賞 (3月)▼

DXビジョン・DXロードマップ2030を公表 (7月)▼

OpenAIとの連携を公表 (6月)▼

▼(11月)OpenAI社がChat-GPTを公開
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DXを加速する取組み ～DXビジョン～

• 事業部門DXでは「各事業領域におけるデジタル変革」、オフィス業務DXでは「AIエージェントと創る新たな働
き方」を目指し「価値創出」「生産性向上」を図ることで、中期経営計画に掲げたKX(Kanden Transformation)を実現

• DXを加速する基盤として「人財・体制」 「データ」 「ポリシー・ルール」の整備と「組織風土改革」を実施していく

ゼロカーボンへの挑戦 サービス・プロバイダーへの転換 強靭な企業体質への改革EX VX BX

お客さまと社会のお役に立ち続け、持続可能な社会の実現に貢献することを目指すKX

DX

中期
経営
計画

DX
基盤

人財・体制 データ ポリシー・ルール

「各事業領域におけるデジタル変革」

「AIエージェントと創る新たな働き方」

生産性
向上

価値
創出

事業
部門
DX

オフィス
業務
DX

送配電燃料・需給 発電 小売・ソリューション

気づく 言える 行動する
組織風土

改革

安心して
挑戦できる

風土
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分類
対象
領域

DXロードマップ
DXビジョン

~2025年度 2026~2030年度

事業
部門
DX

エネルギー
需給

各事業領域におけるデジタル変革

原子力

火力

再エネ

ソリューション
(営業)

オフィス
業務
DX

日常
業務

AIエージェントと創る新たな働き方

専門
業務

経営の意思決定支援

DXを加速する取組み ～DXロードマップ2030 (事業部門・オフィス業務)～

AIを前提とした
業務の再構築

需給オペレーションサポートAI

デジタル発電所
（O&M3.0）

営業フルサポートAI

個々人専属AIの実現

専門業務のAIエージェント化

業務システムの高度化

予測業務でのAI導入 オペレーション業務でのAI協働

コンタクトセンターへのAI導入

営業活動支援のAI化

個別業務の
AI化

顧客向けサービスへのAI導入

入構関係業務DX

ロボット＋AI診断による巡視点検自動化

データに基づくシームレスな運転・発電計画・
保全業務連携

現場ネットワークの構築

発電設備の3Dマップ化

AI・ロボットによる異常検知、点検自
動化

分析、位置管理、点検の
デジタル化（DxN）

発電設備の3Dマップ化

データ統合基盤の構築
データに基づく異常検知、予知保全、デジタ
ルツイン等の実現

次世代水力Reborn
（Beyond150）

定型業務のAI化

非定型業務・専門業務でのAI協働

日常業務に各種クラウドAIサービス導入

フロントAIの
一本化

AIエージェントによる意思決定支援
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関西電力は「AIファースト企業」を目指す

日本の伝統的企業（JTC） AIファースト企業（AIFC）
AIの捉え方 AIを「どこに使うのか」を考える AIを「前提」に業務を再構築し、競争優位の源泉とする

経
営
環
境

変化 変化は脅威 変化は機会。迅速・柔軟に対応し、変化の先頭に立つ

未来 「未来を予測」しようとする 「すでに起こった未来」を確認し、機会に利用する

失敗 失敗を恐れ、何も行動しない まず試行、早くたくさん失敗して、そこから学び・成長する

経
営

志向 内部志向 顧客志向

スタイル 計画重視の経営（42.195kmのフルマラソン完走） アジャイル経営（100m × 422本連続ダッシュ）

サイクル Plan→Do→Check→Action Sensing(感知)→Seizing(捕捉)→Transforming(変革)

意思決定 KKD（勘・経験・度胸）に基づく 事実・データに基づく

焦点 安定・維持・着実・改善 価値・成果・挑戦・成長・変革

デ
ー
タ

状態 暗黙知のまま（非データ） ／ サイロ化 形式知化 ／ パイプライン化 ／ 知恵への昇華

スタート まず「データ」を集める まず「ニーズ」を確認する

進め方 手段でおわる（BIツール導入、データ基盤構築） 目的を確認し、仮説設定、仕組み化して、定着までやり切る

ゴール 「見える化」で終わる 「意思決定」や「行動」につなげる

推進体制 外部ベンダー丸投げ 全社最適で推進

ポリシー・ルール 無い ／ 曖昧 ポリシーやルール、権限や責任も含め、明確化されている

人
財

育成 行き当たりばったりの育成施策 人財戦略に基づき、整合性・一貫性のとれた育成施策

組織風土 「サムい／キツい／ヌルい組織」 心理的安全性の高い「学習する組織」
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生成AIのユースケース ～当社事例～

• OpenAIとの戦略的連携により、 OpenAIの持つ最新技術やノウハウを利用しながら、生成AI活用事例
（ユースケース）の創出・展開を行い、DXのさらなる加速や効果拡大を目指す

※出典：Gartner(2024年3月)に当社ユースケースを追記

ユースケース分類
生成AIの
有用性

当社ユースケース例

コンテンツ生成 高

ナレッジ発見 高

会話型ユーザー・インタフェース 高

セグメンテーション／分類 中

レコメンデーション・システム 中

認識 中

インテリジェント・オートメーション 中

異常検知／監視 中

アンケート分析

情報セキュリティインシデントの監視／早期検知

情報収集自動化

テキスト作成・要約
・分析の自動化

定型資料・文書
の自動作成
（広報プレス
業務他）

経営の意思決定支援

(例)
• リスクの専門家AIによるリスク分析
• 議事進行AI、積極派AI、保守派

AIによる議論の活性化、効率化
• 役員AIや消費者AI、国民AIに対

する企画の壁打ち

AI文書自動処理
(文書自動分類/項目抽出・構造化)

システム開発
社内ヘルプデスク
業務の高度化

(例)
• IT運開済
⇒ 経理/調達/

人労・法務へ
横展開)

火力発電事業におけるデ
ジタル発電所の

実現に向けた運転・保全
業務へのAI適用

（例）
• 設備保全トラブル対応支
援・業務手順アドバイス

• 法令遵守業務の高度化

生成AIを活用
した営業スタイルの

変革

(例)
• 営業プロセス全体

(リード創出、商談
活動、クロージング/
アフターフォロー)に
おける生成AI活用



DX人財戦略
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• 最新のAI技術と
国内外の知見を
駆使し、生成AI
活用に向けた取組
みや業務生産性
の向上を包括的に
支援

• ChatGPT
Enterpriseや
OpenAI APIなど
の生成AIサービス
の提供

DX人財戦略 ～DX推進体制～

• 2018年6月にDX戦略委員会を立ち上げ、各部門にもDX推進体制を構築

• 2018年8月には、アクセンチュア株式会社と合同でデジタル専門会社K4 Digital株式会社を設立

• 「DX戦略委員会／各部門／K4 Digital」が三位一体となり、当社グループのDXを推進

• 2025年6月には、OpenAI社との戦略的連携を開始し、生成AIのフル活用によりDXを加速

各部門

・部門ごとに推進部署を設置
・部門DX計画の策定と、具体的な取組みの
企画・実行

K4 Digital株式会社

・アクセンチュア株式会社と共同で設立
・最新のデジタル技術を活用して、各部門の
取組みを支援

DX戦略委員会

・役員をトップとして、各部門長が委員として出席
・DX全体戦略の策定
・各部門の取組みを統括・KPI管理

技術支援

全体戦略・方向づけ

施策検討・展開

戦略的
連携
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ヨコの整合性

DX人財戦略 ～全体像～

• 「DX人財戦略」の策定にあたっては、タテの一貫性とヨコの整合性が肝要

組織風土

ビジョン

バリュー

事業戦略

DX戦略

DX人財戦略

スキルマインド

人事制度

採用

配置

育成

評価

報酬

立場
・経営者
・管理者
・担当者

ミッション

組織

ルール・責任・権限

コミュニケーション

エンゲージメント

階層(縦)

部門(横) 人財像

タ
テ
の
一
貫
性
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DX人財戦略 ～人財像・育成人数・施策～

• 対象者を高度DX人財／各部門のDX推進者／全社員の3層に分類し、育成目標人数を設定し、社外公表

• デジタルスキル標準(DSS)に基づきスキル・マインドセットを定義したDX人財戦略を策定し、人財像・習熟度毎に
必要な人財育成施策を実施

高度
DX人財

各部門の

DX推進者

全社員

約5,600名

育成目標人数
(‘25年度末)

約50名

約17,000名

ビジネスアーキテクト デザイナー データサイエンティスト
✓ 新規事業開発
✓ 既存事業の高度化

✓ 既存事業の高度化
✓ 社内業務の高度化・効率化

✓ サービスデザイナー
✓ UX/UIデザイナー
✓ グラフィックデザイナー

✓ データビジネスストラテジスト
✓ データサイエンスプロフェッショナル
✓ データエンジニアデジタルスキル標準をベースに

関電向けにアレンジ

P3

P2

P0

P1

P4

P5

習熟度

DX人財戦略

デジタル新規事業・
サービス創造人財

データ活用人財ビジネス改革人財

ビジネスプランナー データアナリストデジタルトランスレータ

データサイエンティストデジタルコンサルタント
「K4 Digital」への出向やOJTで育成

DX新規事業開発研修

コンサルティング実践研修

DX適用実践研修＋生成AI研修

デザイナー向け顧客体験研修

AutoML研修

可視化ツール研修(上級)

データ分析基礎研修

可視化ツール研修(初級・中級)

全社員DXリテラシー向上

アジャイル

デジタル技術＋生成AID

データマネジメント研修

顧客体験(CX) ビジネス・インテリジェンスBCA

データの捉え方・判断力育成研修

人財育成施策を実施
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✓新規事業開発
✓既存事業の高度化

✓既存事業の高度化
✓社内業務の

高度化・効率化

ビジネスアーキテクト デザイナー

✓サービスデザイナー
✓UX/UIデザイナー
✓グラフィックデザイナー

✓データビジネスストラテジスト
✓データサイエンスプロフェッショナル
✓データエンジニア

データサイエンティスト

デジタル
コンサルタント

スペシャリスト人財

データ
サイエンティスト

エキスパート人財

スペシャリスト人財

デジタル
スキル標準

ビジネス
プランナー ス

ト
ラ
テ
ジ
ス
ト

ア
ー
キ
テ
ク
ト
（
ア
プ
リ
）

✓フロントエンジニア
✓バックエンドエンジニア
✓クラウドエンジニア/SRE
✓フィジカルコンピューティングエンジニア

ソフトウェアエンジニア

✓サイバーセキュリティマネージャー
✓サイバーセキュリティエンジニア

サイバーセキュリティ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
者

全社員DXリテラシー

A アジャイル

デジタル技術 ＋ 生成AID

C 顧客体験CX B
ビジネス・

インテリジェンス

ア
ー
キ
テ
ク
ト
（
イ
ン
フ
ラ
）

IT IT

ITガバナンス

※デジタルスキル標準
には該当ナシ

IT

エキスパート人財

サイバー
セキュリティ推進者

エキスパート人財

スペシャリスト人財
ビジネス

アーキテクト

ビジネス
アナリスト

プロダクト
マネージャー
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関西電力㈱ 組織図

執

行

役

会

議

ソリューション本部

エネルギー需給本部

原子力事業本部

水力事業本部

火力事業本部

ガス事業本部

国際事業本部

関西電力送配電㈱

㈱関電エネルギーソリューション

㈱オプテージ
㈱関電不動産開発

組織風土改革室

経営企画室

イノベーション推進本部

IT戦略室

IT戦略グループ ㈱関電システムズ

業務改革推進グループ K4 Digital㈱

IT運営グループ

情報通信技術グループ

サイバーセキュリティグループ

情報システムグループ

ERP統合刷新グループ

…

110名

2900名

700名

130名

市
場

①市場浸透

③新市場
開拓

②新商品
開発

④多角化

商品・サービス

アンゾフの成長マトリクス①②③

①②

①②③

①②

④
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「IDC Future Enterprise Awards」
デジタルワークスタイル 推進プロジェクト
2023 Winner:
Best in Future of Workstyle 

採用 • 新卒採用／キャリア(中途)採用のベストミックス

配置
• ゼネラリスト人財は数年でローテ／高度DX人財は長期配置

• 「eチャレンジ制度」による他部門からの職種・配置転換

育成 • OJT ／ Off-JT(研修) ／ 自己啓発

評価
• 人事制度：「貢献度評価」と「バリュー評価」

• 表彰制度（社内／社外）

報酬
•収入(金銭的報酬)／職位(地位的報酬)／能力(技能的報酬)／

喜び(精神的報酬)／貢献(役に立つ)／成長(個人および組織)

• 人事制度における採用・配置・育成・評価・報酬の各領域でDX人財への人事施策を実施

DX人財戦略 ～人事制度～

社内
表彰

社外
表彰

「DXな人たち」

心理的安全性AWARD 2024 『シルバーリング賞』
まずは私たちから！心理的安全性づくりから始める
組織風土改革

「2024年度 IT 賞(サステナビリティ領域)」
「AI による分散型エネルギーリソース最適運用サービス
～カーボンニュートラルに向けた関電グループの挑戦～」

「データマネジメント賞 2025 大賞」
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課題

① 危機感の共有と好奇心をベースに機会を捉える
② 顧客志向
③ ワクワクするビジョンを描く
④ 課題 × デジタル ＝ 価値 ⇒ 成果 ⇒ 成長・変革
⑤ AIは良い「データ」を浴びて成長する
⑥ DXを「実行」できる人財の育成
⑦ 安心して挑戦・失敗できる組織風土を戦略的に作り込む
⑧ 強力な両利きのリーダーシップ(変革型／共感型)
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DSSや経産省・IPAの施策として期待したいこと

⚫DSSのうち、特に「ビジネスアーキテクト」の部分が
使いにくいので改善して欲しい（したい）



参考資料



優位性

仕組み・施策

持続的 マネできない

優先順位が明示 施策間の整合性 実行可能

戦略

戦略の
３要素

ﾋｴﾗﾙｷｰ

理念

ビジョン

全社戦略

事業戦略

実行計画

事業
戦略

ＰＥＳＴ

環境分析

マクロ環境

業界環境

ミクロ環境
（市場競合）

購買決定要因

主要成功要因

ＰＥＳＴ分析

５Ｆ分析

３Ｃ分析

ＫＢＦ

ＫＳＦ

戦略立案

戦略実行・ﾚﾋﾞｭｰ

外部環境と整合
環境変化
への対応

Politics
政治

Economics
経済

Society
社会

Technology
技術

マクロ環境における事業への影響
と対応について検討

「事実」と「戦略的意味合い」を区別

５Ｆ 業界の魅力度（うまみ）を分析

新規参入

競合他社

代替品

買い手売り手

「戦いの場」を
明確に矢印の太さが

圧力の強さ

環境分析
のＦＷ

全社
戦略

分析のための分析ではなく
意味のある見解を出す!!

ＶＣ
（ﾊﾞﾘｭｰ

ﾁｪｰﾝ）

自社の付加価値分析，競合との違いを比較

ｻｰ
ﾋﾞｽ

販売・
ﾏｰｹ

出荷
物流

製造
購買
物流

施策

効果（意味合い） KSF

フローは
自由に変更可

鎖全体の強度は一番弱いところで決まる。
→強みを伸ばすだけでなくボトルネックを解消し全体最適を実現

事業ﾗｲﾌｻｲｸﾙ（PLC）

導
入

成
長

成
熟

衰
退

積極
投資

積極
投資

適正
投資

投資
最小化

投資方針の決定

戦略立案
のＦＷ

全社戦略
のＦＷ

３Ｃ

顧客
Customer

競合
Competitor

自社
Company

KSF

まずココから
考え始める

KBF

競合

顧客
+2C

外部環境分析⇒KBF
⇒自社がKSFをどう実現?

市場地位に
応じた戦略

リーダー (業界1位)

＝全方位
チャレンジャー (2位)

＝対ﾘｰﾀﾞｰ差別化

ニッチャー(下位集団)

＝製品・市場特定化
フォロワー (3-5位)

＝模倣

量的経営資源

質
的
〃

自社の市場
地位の見極めと
自社戦略の検討

Key Success Factor

ＳＷＯＴ

ＰＥＳＴ

（３Ｃ）

５Ｆ

顧客・市場分析

自社・競合分析

ポジティブ ネガティブ

外
部

内
部 弱み：Weakness強み：Strength

外部環境や
内部環境を

分析し見極める
ことで、自社に
とっての市場

機会を発見する

機会：Opportunity 脅威：Threat

ＢＣＧのＰＰＭ

資源配分の最適化を検討

スター

金のなる木

問題児

負け犬

相対ﾏｰｹｯﾄｼｪｱ

市
場
成
長
率

売上

企業あるいは事業の目的達成のため持続的な
競争優位を確立すべく構造化された仕組み・施策

目的 ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ(持続可能性)

Key Buying Factor

統合環境分析

アンゾフの成長マトリクス

事業拡大の可能性を検討

市
場

市場
浸透

新市場
開拓

新製品
開発

多角化

75% 45%

自社25%
買収35%35%

製品 KSF
KGI/
KPI

財務

顧客

業務ﾌﾟﾛｾｽ

学習と成長

戦略目標

ＢＳＣ(ﾊﾞﾗﾝｽｽｺｱｶｰﾄﾞ)

戦略の可視化と着実な実行

競争優位を
いかに構築
するかの

基本パターン
の検討

ポーターの
基本戦略

コスト
リーダーシップ

差別化

集中
コスト集中

差別化集中

規模の経済

経験曲線

固定費↓

固定・変動費↓

違いが顧客に意味あり

競合が容易に追従できない

土俵を絞る
(選択と集中)

価格勝負

付加価値
勝負

小さな市場

強みを活用

リスク分散

競合回避

■ポピュラーだが限界、欠点を知ること
・経験曲線、PLCが前提
・シナジーが考慮されない
・「負け犬」が利益を生み出す場合有

■応用：事業以外に製品、顧客をプロット

資源配分

事業領域
（ﾄﾞﾒｲﾝ）

「広い・狭い」ではなく
「広げるか、狭めるか」

の議論が重要

ターゲット (C.顧客)

ニーズ (F.機能)

経営資源 (T.技術・強み)

シナジー

投資

生産

販売

マネジメント



ポジショニングマップ
（知覚マップ）

特性 対応

無形性 サービスの可視化

品質の
変動性 ﾏﾆｭｱﾙ、ｱﾝｹｰﾄ、教育、機械化

不可分性 多数へｻｰﾋﾞｽ、ｻｰﾋﾞｽの記録・保存

消滅性
需要管理(ﾋﾟｰｸの平準化等)と
供給管理(ﾋﾟｰｸ時供給力確保等)需要の

変動性

マーケ
ティング

定義

市場・環境分析と
市場機会の発見

ＳＷＯＴ
分析

ＰＥＳＴ

（３Ｃ）

５Ｆ

顧客・市場分析

自社・競合分析

ポジティブ ネガティブ

外
部

内
部 弱み：Weakness強み：Strength

外部環境（市場・競合）や内部環境（自社の強み・弱み）を
分析し見極めることで、自社にとっての市場機会を発見する

機会：Opportunity 脅威：Threat

「顧客に買ってもらえる
仕組み」を作ること

市場
顧客ニーズ

工場
既存製品

市場・環境分析と市場機会の発見

ｾｸﾞﾒﾝﾃｰｼｮﾝ(市場細分化)

ﾀｰｹﾞﾃｨﾝｸﾞ(標的市場の選定)

ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ(自社製品の位置づけ)

マーケティング・ミックス
Product, Price, Place, Promotion

「MARKET」＋「ING」
＝市場への働きかけ

・極めて能動的な活動
・プランニングに軸足

S

Ｔ

Ｐ

４Ｐ

分析

立案

展開

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ヨコの「整合性」

タ
テ
の
「
一
貫
性
」

顧客
中心
主義

要諦

セ
リ
ン
グ

Ｓで
Ｏを活かす

Ｗを強化し
Ｏを逃がさない

Ｗを強化し
最悪の事態を回避

Ｓを強化し
Ｔを克服する

基本プロセス

外
部

内部

弱み強み

機
会

脅
威

クロスＳＷＯＴ分析

統合環境分析

用語 定義

ニーズ 人間が感じる欠乏状態

ウォンツ ニーズを満足させる商品・サービスの名前。欲求

需要 欲求は購買力を伴って需要となる

製品 ニーズや欲求を満足させるもので市場に提供されるもの

市場 ある製品の現実の購買者、潜在的な購買者のすべての集合

＋商品・
サービス

＋購買力

日本は特に「良い物」であれば
売れるという考えは根強いが

良い物かどうかを判断するのは
顧客であることを忘れずに

基準 例

地理的基準
(ジオグラフィック) 地域(関東、関西…)、都市の規模(人口、世帯数)、人口密度、気候

人口統計的基準
(デモグラフィック) 年齢、性別、世帯構成、所得、職業、学歴、人種、国籍、宗教

心理的基準
(サイコグラフィック)

消費者の価値観、ライフスタイル(興味・意見・行動の似たグループ)、パー
ソナリティ(性格、習慣)

行動変数基準
消費者の製品に対する反応。購買状況、ベネフィット(何を求めているか)、
タイプ(購入は初めて?いつも?以前?)、使用率、購買準備段階(製品を良
く知っている?名前だけ?関心は高い?低い?)

S

Ｔ

Ｐ

標的を決める
(誰に？)

ニーズの固まり
に分ける

自社製品を他社より
魅力的であることを

顧客に認識(イメージ)させる

自社製品の位置取り
(どんな価値を提供？)

自社
製品

他社
Ｂ

他社
Ａ

要因①

要因②

ターゲット顧客が
購買時に重要視する

独立した要因を２つ選定

注意
Attention

AIDMA（アイドマ）

注意
Attention

AISAS（アイサス）

認知度向上

へぇ～

時間

キャズム

13.5%

度数

34% 34% 16%2.5%

革新者
Innovator

初期
採用者
Early

Adopter

前期
追随者
Early

Majority

後期
追随者

Late
Majority

遅滞者
Laggard

興味
Interest

欲求
Desire

記憶
Memory

行動
Action

興味
Interest

検索
Search

行動
Action

共有
Share

商品評価 ニーズ喚起 購入記憶 購入意欲

良さそう 欲しいな ここで買える 買おう！

付随機能
形態

コア
中核の便益・

ｻｰﾋﾞｽ

配達と信用供与

アフターサービス

保証

スタイル

品質 特徴

ブランド名

パッケージング 取付

ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ
理論

製品
ﾗｲﾌｻｲｸﾙ

価値の
3層モデル

導入期 成長期 成熟期 衰退期

サービスマーケティング

ココが鍵

認知
Aware

5A
訴求

Appeal
調査
Ask

行動
Act

推奨
Advocate

知っている 大好きだ 良いと確信 購入するつもり 推奨するつもり

4.0

顧客の価値
Customer Value

顧客のコスト
Customer Cost

利便性
Convenience

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Communication

売り手の視点 買い手の視点

４Ｐ ４Ｃ

製品
Product

価格
Price

チャネル
Place

販促
Promotion

共創
Co-creation

通貨
Currency

共同活性化
Communal activation

ｶﾝﾊﾞｾｰｼｮﾝ
Conversation

接続された世界

新４Ｃ 4.0

PESO

メディア 例

Paid 広告

Earned パブリシティ

Shared SNS,ブログ

Owned 企業Web

価値のピラミッド

社会的

情緒的

機能的



問題解決

3M(ダラリ) 5M

3S 5S

Eliminate：廃止

Combine：統合

Rearrange：入替

Simplify：単純化

ECRS(イクルス)

Eliminate：排除

Reduce：削減

Raise：増加

Create：付加

ERRC(エルック)

Software：ソフト

Hardware：ハード

Environment：環境

Liveware：人間

SHEL(シェル)

Hajimete：

はじめて

Hisashiburi：

久しぶり

Henkou：変更

3H 重要度・緊急度マトリクス

消費 投資

浪費 空費

緊
急

重要

ペイオフマトリクス

実施難易度

容易 困難

意思決定マトリクス

A案 B案

項目Ａ ○ XXX △ XXX

項目Ｂ △ XXX ○ XXX

項目Ｃ × XXX △ XXX

項目Ｄ ○ XXX ○ XXX

総合 △ ○

問題点
把握

要因
分析

3現 5ゲン

対策案
立案

対策案
評価

ツール 説明

データ
段
階数

値
言
語

Ｑ
Ｃ

７
つ
道
具

層別
多くのデータをその特徴からいくつかの層(グループ)に分けて
比較すること

○

分
析

パレート図
項目別に層別して出現頻度の大きい順に並べ、棒グラフと
累積曲線を図にしたもの。重点指向のために使う

○

特性要因図
特性(結果)に要因(原因)がどのように関連し、影響してい
るかを人目で分かるように書き表した図

○

ヒストグラム
計量値のデータがどんな分布をしているかを見やすく表した柱
状の図

○

散布図
2種類のデータを横軸と縦軸にとりデータを打点して作るグラ
フ

○

グラフ・管理図 生産工程の安定性を評価するためのグラフや図 ○

チェックリスト
データが簡単に記録できるよう必要項目を予め印刷した用
紙で、チェック等で簡単に記録できるようにしたもの

○

新
Q
C

７
つ
道
具

親和図
混沌とした問題の事実・意見・発想を言語データで捉え、相
互の親和性により統合し解決すべき問題を明確に表した図

○

計
画

連関図
複雑な原因の絡み合う問題について、因果関係を論理的
につないだ図

○

系統図
目的を設定し、この目的に到達する手段を系統的に展開し
た図。「構成要素展開型」と「方策展開型」の２種類がある

○

マトリクス
行に属する要素と列に属する要素によって二次元的配置に
した図

○

PDPC法
プロセス決定図。目標達成のための実施計画が、想定リス
クを回避して目標に至るまでのプロセスをフロー化した図

○

ｱﾛｰ・ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ
(PERT)

矢印を用いて日程計画を図示したもの ○

マトリクス
データ解析

複数の特性を測定し、グラフの縦軸・横軸・プロット値により
特性を記述し、複数特性を総合的・定量的に解析する図

○ 整理 整頓 清掃 清潔 躾

ムダ ムラ ムリ モレ ミス

現場 現物 現実 原理 原則

フォース
フィールド分析

推進力 抑止力

全般

問題
原因

根本原因Why
ﾂﾘｰ

How
ﾂﾘｰ

What
ﾂﾘｰ

イメージ分類

なぜ？なぜ？

課題
対策

具体策
どうやって？

要素大
要素中

要素小
大 要素 小

ロジックツリー

６ル

組織 環境 個人

ゴール ルール ウィル

ロール ツール スキル

効
果

低

高
ﾎﾞｰﾅｽﾁｬﾝｽ

先手必勝

○
すぐできる

△
努力が必要

×
時間の無駄

◎

Who

雲が出てきた 雨が降りそう 傘を持っていこう

空 雨 傘事実 解釈 行動

６Ｗ１Ｈ

When

Where

Who

What

Why

How

発生時期

発生箇所

当事者・関係者

何の問題？

問題の原因

問題の解決策

問題解決 企画書

スケジュール

責任者・推進者

目標・テーマ

背景・目的・理由

進め方・手段

対象範囲、場所
前提・制約条件

Why

What

How

Where

予算・効果
How
much

When

Whom 誰に影響？

Whom 実施対象者

共感マップ

メリ・デメ
（プロ・コン）

考えていること・感じていること
（Think & Feel ?）

見ていること
（See ?）

聞いていること
（Hear ?）

嫌なこと
（Pain)

得たいもの
（Gain)

言っていること・やっていること
（SAY & DO ?）



意味の再定義を通して
本質的な視点を得る

思考法

一般

共感
Empathize

創造
Ideate プロト

タイプ
Prototypeテスト

Test

問題
定義
Define

デザイン思考

論理的思考

思考の「型」を活用して効率的に考える

「本当にそうだろうか？」で論理を疑う

「そこから分かることは何か？」

具体化思考

フレームワーク思考

批判的思考

「他に何が考えられるか？」水平思考

「全体像はどうなっているか？」俯瞰思考

「視点を変えるとどうなるか？」多面的思考

前提(P)と仮定(A)を疑い、結論(C)の精度を高めるＰＡＣ思考

１つ上の視点で「何を考えるべきか？」を考えるメタ思考

「賛成意見」と「反対意見」の双方から考えるディベート思考

一般
・

抽象

個別
・

具体

前提 結論

結論 複数
事象

ex.数学・論理

ex.科学・仮説作り

演繹法

帰納法

Why How

転用・応用・変更・拡大・縮小・代用・置換・逆転・結合
【覚え方】天皇の変、大小の大地が逆結合

オズボーンの
チェックリスト

顧客にどのような「価値」を提供するのかを考える価値提案思考

保有している「資源・強み」を起点に「価値」を考えるシーズ思考

顧客の「ニーズ」を起点に「価値」を考えるニーズ思考

①批判厳禁 ②自由発想 ③質より量 ④便乗・組合せブレインストーミング

「ベース領域」から抽象化し、「ターゲット領域」へ具体化類推思考

常識の逆を考えることで、新たな発想の切り口を探す逆説思考

「もし（制約・状況・人物・時間・地理の仮定）なら？」IF思考

「①単純か？②素直か？③自由か？④簡単か？」素人思考

トレードオフを打破し二律背反を両立（例：品質/コスト）トレードオン思考

奪い合う（ゼロサム）ではなく総和を増やす方法を考えるプラスサム思考

物事を一連の物語と捉えて発想・表現するストーリー思考

効果×実現性 重要度×緊急度 リスク×リターンマトリクス思考

移動 対立 分解 位置 流れ 循環 重なり 階層図解思考

アイデア発想
（発散・収束）

垂直

水平

二
律
背
反

整
理

ビジネス

ビジネスモデル思考

KA：

主要
活動

KR：

リソ
ース

KP：

パー
トナー

C$：

コスト構造

VP：

価値
提案

R$：

収益の流れ

CR：

顧客
関係

CH：

チャネル

CS：

顧客
ｾｸﾞﾒﾝﾄ

差別化／コストリーダーシップ／集中戦略的思考

S ⇒ T ⇒ P ⇒ ４Pマーケティング思考

選択肢の期待値を考え、意思決定の質を高める確率思考

ゴールとなる未来を起点として現在を
考える ⇔ 積み上げ

逆算思考

複数の選択肢を持ち、総合的・客観的に意思決定するオプション思考

経験 ⇒ 内省(振り返り) ⇒ 考える ⇒ 行動する経験学習モデル

Keep:良かった点 Problem:改善点 Try:取組むことＫＰＴ

Plan:計画⇒Do:実行⇒Check:評価⇒Action:改善改善思考 モレなくダブリなくＭＥＣＥ

「メリット・強み」など、物事のポジティブな面を重視するポジティブ思考

抽象化思考 What

コンセプチュアル思考
主
観
的

抽象的

客
観
的

具体的

①意味の理解

②事実を見る③経験の紐づけ

④意味の再定義

ビジョナリー思考

現
在

目的

未
来

行動

③どんな未来を
創りたいか

④具体的に何を
達成したいか

①今何をしているか

②何のために
するのか

⑤今から何をするか

Y:やったこと W:わかったこと T:次にやることＹＷＴ

学習

行動戦略の
振り返り

変数の
振り返り

得られた
結果

ダブル・ループ学習

シングル・ループ学習

結果だけでなく、そこに至る過程や工程にも着目するプロセス思考

領域を超えた物事のつながりを考えコラボやシナジーを生む横断的思考

問題を自分にできる／協力を得て解決できるで整理自責思考

「～せねばならない」の違いを
特定し思考・行動を変える

ＡＢＣ理論 信念

出来事

結果

信念’ 結果’

してもらったこと して返せたこと 迷惑をかけたこと内観法

分析

仮説(問いへの仮の答え)の検証を繰り返し、結論の質を高める仮説思考

正しい論点(本当に解決すべき問題)を特定し考える論点思考

システム全体の進行を停滞させる重要ポイントを突き止めるボトルネック分析

要素の複雑なつながりを見極め問題を１システムとして理解システム思考



KA：
主要
活動

KR：
リソ
ース

KP：
パー
トナー

C$：
コスト構造

VP：
価値
提案

R$：
収益の流れ

CR：
顧客
関係

CH：
チャネル

CS：
顧客

ｾｸﾞﾒﾝﾄ

ビジネスモデルキャンバス（ＢＭＣ）

組織・
マネジメント

マネジメント・ヒエラルキー

CMMI(能力成熟度モデル)

生
産
活
動

Q

C

D

S

R

P

Ｍ

roduction ： 生産量

uality ： 品質

ost ： コスト

elivery ： 納期
スピード

afety ： 安全

isk ： リスク

orale ： 意欲

産
出

投
入

M

M

M

M

M

C

an ： 人

achine ： 機械

aterial ： 材料

oney ： 金

ethod ： 方法

ondition ： 条件

／

生
産
の
３
要
素

生
産
の
４
Ｍ

＋

需
要
の
３
要
素

I P O

バリュー

ウェイ

(行動指針)

組織文化

MVV

危機意識を高める

変革推進のための連帯チームを築く

ビジョンと戦略を生み出す

成果を活かして更なる変革を推進する

従業員の自発を促す

短期的成果を実現する

新しい方法を企業文化に定着させる

１

２

３

４

５

６

７

変革のためのビジョンを周知徹底する

８

コッターの「変革８段階」

ミッション

ビジョン

戦術

計画

タスク

ビジョン

戦略

目的

機能

組織

使命

事業

戦略計画

成果

経営資源

業務・仕事

社会

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

人 物 金

貢献

価値

社会貢献・社会的責任 利益

OUT

IN

生産性

目標

顧客

P

A
C

D

内部
サービス
品質

従業員
満足
(ES)

従業員の
維持

従業員の
生産性

外部
サービス
価値

顧客
満足
(CS)

顧客の
ロイヤ
ルティ

売上と
成長

収益性

①

Strategy
戦略

②

Structure
組織

③

System
システム ④

Shared Value
価値観

⑥

Staff
人材

⑤

Skill
スキル

⑦

Style
スタイル

ハードの3S
(変更しやすい)

ソフトの4S
(変更に時間かかる)

P

D

C

A

PDCAサイクル

７Ｓ(7つの経営資源)

品質マネジメント

SMART(目標設定)

Specific 具体的

Measurable 測定可能

Achievable 達成可能

Result-oriented 結果重視

Time-bound 期限付き

ドラッカーの「マネジメント」

サービスプロフィットチェーン

0.不在

1.初期

2.反復可能

3.定義済み

4.管理可能

5.最適化

管理プロセスが全く存在
しない

管理プロセスは場当たり的
で体系化されていない

管理プロセスは一定の
パターンに従っている

管理プロセスは明文化され
周知されている

管理プロセスは監視され、
測定されている

優れた活動指針に従って
おり、処理が自動化



1.希少性
2.社会的評価
3.一貫性
4.返報性
5.好意
6.権威

やる気のスリーカード 動機づけの６段階

①したくない

②しかたない

③しなくちゃ

④すべき

⑤しよう

⑥したい

●心理的安全を生み出すプロセス
(1)共創デザイン

①自己開示 ②他者尊重 ③相互理解
(2)価値デザイン

①目的共有 ②建設的な案の共創 ③安心感の醸成

成功循環サイクル

③

行動

④

結果

ここから
始めると
失敗する

心理的安全性

手挙げ文化

①
関係

ジョブ

使命感
・喜び

技術・
出世

お金

3人の石切職人

３つの仕事観

内
発
的

外
発
的

キャリア

コーリング
(天職)

仕事の
意味

の共有
関係性

人とよい関係を保ち、支え合って、貢献したい

有能感
最適な課題に挑戦し
達成感を味わいたい

自律性
自分の行動は

自身で選択したい

Will／Can／Must

Will
（やりたいこと）

Can
(できること)

Must
(やるべきこと)

ここから
始める
のが大事

正直者カード

まず感謝

②
思考

自分事化

ミッション・ビジョン・バリュー

組織構造

業務プロセス・分掌・権限

人事制度

ソ
フ
ト

組織内行動

人と人のコミュニケーション

個人のマインド

ハ
ー
ド

氷山モデル

大きな機会

①
危機
感

②
コア・
グルー

プ
③

ビジョン
掲げる

④
志願
者

⑤
障害
除去

⑥
早めに
成果

⑦
加速を
維持

⑧
変革を
体質
化

変革の8つのアクセラレータ
イノベーター理論

2:6:2の法則

パレートの法則

「影響力」の武器

心
理
的
安
全
性

高

低

低 高仕事の基準

キツい
組織

ヌルい
組織

サムい
組織

学習する
組織

戦略

組織 人財

ス
キ
ル

マ
イ
ン
ド

人事制度

責任・権限

コミュニケーション

エンゲージメント

採用

配置

育成

評価

報酬

階層(縦)

部門(横)

キャリア採用

eチャレンジ

バリュー評価

経営層

管理職

担当者

ミッション

ヨコの整合性

ビジョン

バリュー

タ
テ
の
一
貫
性

組織
風土

Knowing

BeingDoing

Know/Do/Be-ing
（HBS）

知識

見識胆識

三識 （安岡正篤）

お客さま
起点

収益性
スピ
ード

挑戦 成長
チーム

力
率先
力

WAY

売り手

世間買い手

三方よし

自律する

組織

共感する

組織

学習する

組織

求められる組織

財務

顧客

業務プロセス

人財と変革

BSC

心理的
安全性

①
話しやすさ

③
挑戦

②
助け合い

④
新奇歓迎

阻害の４不安
①無知
②無能
③邪魔
④否定的

破壊の４因子
①完璧主義
②コントロール欲求
③過度の所属欲求
④犯人捜しの本能

目指す組織
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

DX人財戦略 ～全社員DXリテラシー：(B)ビジネスインテリジェンス～

Observe

①見る

Orient

②分かる

Decide

③決める

Action

④動く

データ分析

ビジネス
インテリジェンス

データ分析の結果から得られた知見を次のアクションにつなげましょう！心得③

https://kepcohd.ap.panopto.com/Panopto/Pages/Viewer.aspx?id=6ed2e1b0-9caa-4c17-bbcf-b011006b24e5
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

DX人財戦略 ～全社員DXリテラシー：(C)顧客体験CX～

• 我々の「顧客は誰か？」「顧客にとっての価値は何か？」からスタートしましょう。

• 「顧客＝満足させるべき人たち」

安心

社会役に立つ・
人の役に立つ

うれしい・楽しい・大好き

品質がいい・使いやすい

便利

お得

幸福

愛着

信頼

ベネフィット(便益・恩恵)

気持ち・意味
時間・空間

の共有

コト消費

モノ消費

社会的価値

情緒的価値

機能的価値

商品・サービスの価値

品質
変化・
多様性

情報提供

時間削減 労力削減コスト削減

不安の
軽減

非日常
体験

娯楽・
面白さ

癒し

帰属・縁

他者への
奉仕

自己超越

恩返し

寄付

物語性
つながりの

提供

自己実現

対組織
感情

応援

最幸

フク消費

https://kepcohd.ap.panopto.com/Panopto/Pages/Viewer.aspx?id=84fdd7e3-38ef-4bbc-8460-b011006b28b7
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

DX人財戦略 ～全社員DXリテラシー：(C)顧客体験CX～

「デザイン思考」を使って商品・サービスを提供することで、事業者視点（プロダクトアウト）ではなく、
顧客視点（マーケットイン）で、顧客の問題・課題解決ができるようになります。

「顧客視点」の商品・サービスをマーケットインで提供する必要あり

顧客視点

プロダクトアウト

⚫事業者いいと思ったもの
を売る

⚫作ったものを売る

事業者視点

マーケットイン

⚫顧客が望むものを作る

⚫売れるものだけ売り、
提供する

「デザイン思考」

https://kepcohd.ap.panopto.com/Panopto/Pages/Viewer.aspx?id=84fdd7e3-38ef-4bbc-8460-b011006b28b7
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

DX人財戦略 ～全社員DXリテラシー：(C)顧客体験CX～

デザイン思考は、「共感」・「問題定義」・「創造」・「プロトタイプ」・「テスト」の5つのステップを繰り返し実施していきます。

共感
Empathize

創造
Ideate

プロトタイプ
Prototype

テスト
Test

問題定義
Define

１

2

3

4

5 プロトタイプをユーザーに試してもらい、問題に対する解決策
へと発展させる

ユーザーを観察し理解することで、
ユーザーのニーズや本当に求めていることは何かを探る

ユーザー自身も気付いていない、本質的な問題を定義する

問題を解決するため、できるだけ多くのアイデアを生み出す

アイデアを（口頭・文字ではなく）具体的な形にするため、
プロトタイプを早く、安く、繰り返し作る

ステップ 説明

https://kepcohd.ap.panopto.com/Panopto/Pages/Viewer.aspx?id=84fdd7e3-38ef-4bbc-8460-b011006b28b7
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

DX人財戦略 ～全社員DXリテラシー：(D)デジタル技術～

経営・業務課題
（WHAT） × デジタル

（HOW）

顧客・市場
分析

将来動向
予測

設備劣化
予測

最適化

顧客接点
強化

暗黙知の
形式知化

遠隔操作
・集約化

自動化・
生産性向上

デジタル技術とは、AIやIoTなどの先端技術のことであり、経営課題や業務課題を解決するための道具・手段です。
デジタル技術が得意とするのは、顧客・市場分析や設備劣化予測、自動化・生産性向上といった領域です。

https://kepcohd.ap.panopto.com/Panopto/Pages/Viewer.aspx?id=1d6d5740-e2fa-4fbd-96b3-b011006b2a7a
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

DX人財戦略 ～全社員DXリテラシー：(D)生成AI～

プロンプトエンジニアリング

AIから学び、育てる

「AIを前提」として業務再構築まずはAIを「使ってみる」

ヒトが業務をすることを前提とするのではなく
「AIを前提」として業務のやり方を変える

生成AIに合理的な質問・依頼をし
最適化する

質問
回答

依頼
結果報告

まずはAIを「使ってみる」
その後「考える」

精査・補正・再インプット

アウトプット提示

AIとの共創のループを
回し続ける

AIを「正しく」使う

モデル再学習
(個人情報・
機密情報) 誤回答

倫理違反

著作権違反

インプット・アウトプットに
気を付ける

https://kepcohd.ap.panopto.com/Panopto/Pages/Viewer.aspx?id=1d6d5740-e2fa-4fbd-96b3-b011006b2a7a
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

DX人財戦略 ～挑戦する組織風土への改革～

(1)解凍

大きな機会

①
危機感
を高める

②
コア・

グループ
を作る

③
ビジョンを掲げ
イニシアチブ

を決める

④
志願者を
増やす⑤

障害物を
取り除く

⑥
早めに

成果を上げ
祝う

⑦
加速を

維持する

⑧
変革を

体質化する

▲ジョン・P・コッター, 『実行する組織』, ダイヤモンド社 に加筆・修正

(2)変革

(3)
再凍結

• DXを加速すべく変革の8つのアクセラレータに基づき、トップダウン／ボトムアップの両面から、挑戦する組織風土
を戦略的につくり込む

社員一人ひとりの貢献を称える”DXな人たち”の
表彰

【トップダウン／ボトムアップ改革】
心理的安全性向上の取り組みを通じた”気づく・言える・
行動する”組織風土の醸成

関電グループ全体での”Digital Day”開催
によるDXの自分事化・風土醸成

経営環境の変化に迅速・柔軟に対応することで、競争
優位の確立と持続的成長を実現

DX戦略委員会等でのKPI（DX実施件数・投
資額・効果額・人財育成数等）設定による評価
サイクルの確立

人財像・習熟度に応じた育成カリキュラムによ
るDX人財の継続育成

データマネジメント推進ルールの制定と実行
体制の確立

部門/グループ会社の業務報賞

DX戦略とKPI、成果・効果を統合報告書で社外
公開

DX戦略委員会における役員・部門トップのコミッ
トメント

社内公募型制度（e-チャレンジ）による挑戦機会の
創出

部門DX計画策定と、経営レベルの議論を通じた
全社DX計画策定

経営トップメッセージ「中期経営計画達成のためにはDXが重要」

キャリア採用による高度で多様な専門人財の獲得

K4 DigitalによるDX/AIのCoE体制確立

K4 Digitalと部門が一体でQuick Winを創出

生成AIを織り込んだ全社的なオフィス業務DX計
画策定

AI産業革命の到来に備えたDXビジョン、ロード
マップの策定

K4 Digitalへの長期出向によるノウハウ蓄積

【ボトムアップ改革】
生成AI有志コミュニティの支援・環境整備
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